
令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 2 学年 1 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 音楽Ⅰ Tutti＋(大修館書店)

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 【歌唱】 ○ ○ ○

4 ・発声について  ・中間、期末考査は行わないが、授業内で

・校歌 筆記・実技試験を行う（学期毎に指示）

~ ・混声３部合唱

・日本歌曲 等

【器楽・創作】 ○

6 ・楽典に関する基礎知識の学習

・楽譜を読むための基礎知識の学習

【鑑賞】 ○ ○

・西洋音楽史概論

・オーケストラについて 等

2 【歌唱】 ○ ○ ○

9 ・J-POP、諸外国の歌曲

・イタリア歌曲

～ ・混声3部合唱 等

【器楽・創作】 ○ ○

11 ・ミュージックベル

・アンサンブルの実践

【鑑賞】 ○ ○

・西洋音楽史概論

・オーケストラについて

3 【歌唱】 ○ ○

・発声のまとめ

・諸外国の歌曲

・混声3部合唱 等

【器楽・創作】 ○ ○

・楽典の発展的学習

【鑑賞】 ○ ○

・西洋音楽史総論

評価の方法

・実技試験  ・筆記試験   ・レポート   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2 学年 １ 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 新・高校生の美術１（日本文教出版）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 ４ オリエンテーション 年間を通して、制作の進行状況に応じて

「鉛筆デッサン」（表現） 補習を実施する。

５ 用具について ○ ○

線と調子の強弱 形態や明暗のとらえ方を習得する。 ○ ○ ○

形態・明暗の把握と描写

５ 細部の描写と全体の調和

「平面構成」（デザイン）

平面構成とは（鑑賞）

発想・構想（アイデアスケッチ）

◎１学期中間考査

６ 用具・着色の基本と技術 構成・着色の基本を習得する。 ○ ○

形態・構図について ○ ○

色彩・配色について ○ ○

着色・仕上がりの完成度の追求 ○ ○ ○

７ レポート作成

◎１学期期末考査

2 ９ 「静物画の制作」（表現） 油彩画の用具、制作の手順を把握する。

油彩画の表現（鑑賞） ○ ○ ○

用具の基本と地塗り ○ ○

10 下描き ○ ○ ○

構図と形態の把握 ○ ○

明暗と形態の描写 ○ ○

◎２学期中間考査

混色・配色の基礎と表現 形態、色彩、材質感の表現を意識する。 ○ ○ ○

タッチ・マチエールの基礎と表現 ○ ○ ○

11 バックの処理と表現 ○ ○
材質感・細部の表現 ○ ○ ○

12 相互鑑賞、レポート作成

◎２学期期末考査

3 １ 「ワイヤーによる造形」（立体デザイン） 正確さ、素材の特性を活かした制作を

制作過程・用具・素材の把握と基本形の制作 意識する。 ○ ○

素材を考慮したデザイン・三面図の制作 ○ ○

形態の美しさを意識した制作 ○

２ デザイン・素材の特性を活かした表現 ○ ○

レポート作成 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・レポート等）   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数 2 学年 1 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 書道Ⅰ（東京書籍）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第1章 楷書の学習

１、書道の基本、書写から書道へ ○

２、様々な楷書の古典の鑑賞 ○ ○ ○

楷書の古典の学習

３、孔子廟堂碑 ○ ○ ○

４、九成宮醴泉銘 ○ ○ ○

第1章 漢字仮名交じりの書（創作）

硬筆の学習

5 １、ペン字の学習・漢字と仮名の調和について ○ ○ ○

◎１学期中間考査

第1章 楷書の学習

6 ５、雁塔聖教序 ○ ○ ○

６、顔氏家廟碑 ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 第２章 行書の学習

１、行書知る ○ ○

２、様々な行書の古典 ○ ○

蘭亭序の学習

10 ３、王羲之について ○ ○ ○

４、気脈について・運筆のリズムについて ○ ○ ○

◎２学期中間考査

５、リレー書道 ○ ○ ○

６、原寸臨書 ○ ○ ○

11 ７、年賀状の作成 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 第１章 仮名の書の学習

2 １、仮名の成立と用筆・運筆について ○ ○ ○

２、単体・連綿について ○ ○ ○

３、用筆・運筆について（蓬莱切） ○ ○ ○

４、高野切第一種について ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・ワークシート・感想録）

・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 2 学年 2 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 音楽Ⅱ Tutti＋(大修館書店)

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 【歌唱】 ○ ○ ○

・発声について  ・中間、期末考査は行わないが、授業内で

・混声３部合唱 筆記・実技試験を行う（学期毎に指示）

・ドイツ歌曲 等

【器楽・創作】 ○ ○

・楽典に関する基礎知識の復習

・コードネームについての学習

・ギターの実践

【鑑賞】 ○ ○ ○

・西洋音楽史の復習

・ジャズについて

2 【歌唱】 ○ ○

・J-POP、諸外国の歌曲

・混声3部合唱 等

【器楽・創作】 ○ ○ ○

・アンサンブルの実践

【鑑賞】 ○ ○

・ジャズと現代の音楽について

3 【歌唱】 ○ ○

・ソルフェージュ（基本）

・混声合唱 等

【器楽・創作】 ○ ○ ○

・音階とコードネームを用いた作曲技法の学習

評価の方法

・実技試験  ・筆記試験   ・レポート   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２ 学年 ２ 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 高校生の美術２（日本文教出版）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 ４ ガイダンス 年間を通して、制作の進行状況に応じて ○

「象徴するキャラクター」 補習を実施する。

⒈発想・構想（デザイン） キャラクターを考案し、主題に基づく

５ キャラクターのデザイン（鑑賞） デザインを平面でまとめる。 ○ ○

テーマの選定 ○ ○

象徴や抽象化を活かしたデザイン ○ ○

アイデアスケッチ ○ ○ ○

⒉制作（表現・塑造） デザインしたキャラクターを立体として

立体化と芯棒の関連 把握する。 ○ ○

塑造によるモデリング ○ ○

◎１学期中間考査

６ 量とバランスを活かした造形 主題を立体として表現するよう工夫し、 ○ ○

表面と細部の造形 造形としての完成度を追及する。 ○ ○

彩色 ○ ○

作品の造形の完成度 ○ ○ ○

７ ⒊鑑賞・レポート作成

◎１学期期末考査

2 ９ 「自画像の制作」（表現・絵画） 人体の比率を意識した表現とする。

⒈地塗り～下描 自分の内面や特徴を意識した表現を行う。

自画像の表現（鑑賞）

人体のバランス（デッサン） 鏡を使用した制作とする。

下地の効果と制作 補助として画像を用いる。

⒉油彩制作

構図、ポーズ、配色の効果 ○ ○

タッチとマチエールの効果 ○ ○

◎２学期中間考査

明暗、形態の把握と表現 形態としてのバランス意識しながら、 ○ ○

背景、色彩の効果と表現 表現を工夫し、完成度を高める。 ○ ○

画面の調和と細部の表現 ○ ○

完成度を追及する制作 ○ ○ ○

⒊相互鑑賞・レポート作成 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 「平年構成による表現」（デザイン） アクリルガッシュによる制作を主とする。

抽象による表現と技法（鑑賞） 抽象によるテーマの表現を行う。 ○ ○ ○

主題と形態・配置・色彩の関連 ○ ○

発想と構想（アイデアスケッチ） ○ ○

色彩の効果を活かした着色 ○ ○

完成度を追及する制作 ○ ○ ○

レポート作成 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・レポート等）   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 2 学年 2 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 書Ⅱ（東京書籍）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 第1章 篆書の学習（臨書・創作）

１、篆書の特徴を知る ○ ○

２、泰山刻石 ○ ○ ○

３、石鼓文 ○ ○ ○

４、甲骨文 ○ ○ ○

4 第1章 漢字仮名交じりの書の学習
１、硬筆 ○ ○ ○

◎１学期中間考査

第2章 隷書の学習（臨書・創作）

6 １、隷書の特徴を知る ○ ○

２、曹全碑 ○ ○ ○

３、木簡 ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 第１章 篆刻の学習（創作）

10 １、中国と日本の篆刻 ○ ○

２、姓名印の作成 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

11 第３章 草書の学習（臨書）

１、書譜 ○ ○ ○

２、十七帖 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 第1章 漢字仮名交じりの書の学習

2 １、さまざまな表現に学ぶ漢字と仮名の調和について ○ ○ ○

２、響き合う行と余白 ○ ○ ○

３、漢字仮名交じりの書の制作 ○ ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・ワークシート・感想録）

・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 2 学年 3 指導クラス 選択者

教科書（出版社） Joy of Music(教育芸術社)

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 【歌唱】 ○ ○ ○

・ソルフェージュ（発展）

・混声合唱

・日本歌曲、諸外国の歌曲 等

【器楽・創作】 ○ ○

・ギターを中心としたアンサンブルの実践

【鑑賞】 ○ ○ ○

・音楽に関する探究学習の実施

2 【歌唱】 ○ ○ ○

・ソルフェージュ（発展）

・混声合唱

【器楽・創作・鑑賞】 ○ ○ ○

・ソロまたはアンサンブルの実技発表

＊前学期の探究学習と関連

3 【歌唱】 ○ ○ ○

・ソルフェージュ（発展）

・混声合唱

【鑑賞】 ○ ○ ○

・音楽に関する探究学習のまとめ

評価の方法

・実技試験  ・筆記試験   ・レポート   ・提出物   ・授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２ 学年 ３ 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 美術３（光村図書）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 ４ ガイダンス 年間を通して、制作の進行状況に応じて ○

油彩「校内風景」（絵画） 補習を実施する。

１.場所の選定～下描き

風景画の鑑賞（鑑賞） 現地による制作とするが、 ○ ○ ○

遠近法、構図について 天候を考慮し、画像を準備する。 ○ ○

５ 場所決め（撮影／デッサン） ○ ○

２．下描き～描写 ○ ○

地塗りと発色の効果について ○ ○

筆触分割について ○ ○

陰影、遠近感、色彩の効果について ○ ○ ○

◎１学期中間考査

６ ３．完成・鑑賞

色彩のバランスについて ○ ○

タッチの効果について ○ ○

描込み・完成 ○ ○ ○

７ ４．鑑賞とまとめ

相互鑑賞・レポート制作 ○ ○

◎１学期期末考査

2 ９ 「心象を表現する」（表現・デザイン） 制作する素材等は、例示したものの中から

⒈発想・構想 各自で選択する。

美術史「具象から抽象へ」（鑑賞） ○ ○ ○

10 主題と表現方法、素材の関連について ○ ○ ○

主題と技法の選定／構想 ○ ○

⒉制作

技法と主題の関連 ○ ○

◎２学期中間考査

11 相互鑑賞 ○ ○

完成度を追求した制作 ○ ○ ○

12 レポート作成 ○ ○

◎２学期期末考査

3 １ 作品発表 自分の作品について、発表する。

スライドの作成 ○ ○

プレゼンテーション ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・レポート等）   授業への取り組み状況

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。



令和８年度

学習指導計画書・学習評価計画【シラバス】
教科 芸術 科目 書道Ⅲ 単位数 2 学年 3 指導クラス 選択者

教科書（出版社） 書Ⅲ（東京書籍）

副教材

学期 月 学習内容 補足事項 知 思 主

1 4 日本の書（臨書）

１、楽毅論 ○ ○ ○

２、李嶠詩 ○ ○ ○

漢字の書による創作

5 １、篆書によるうちわの作成 ○ ○ ○

２、一字書の創作 ○ ○ ○

◎１学期中間考査

6 漢字かな交じりの書

１、硬筆 ○ ○ ○

◎１学期期末考査

2 9 漢字の書による創作

10 １、蒔絵による書皿の作成 ○ ○ ○

日常生活の書

１、小筆文字の学習 ○ ○ ○

◎２学期中間考査

11 日常生活の書

１、小筆文字の学習 ○ ○ ○

２、年賀状の作成 ○ ○ ○

◎２学期期末考査

3 1 漢字の書による創作

書きぞめ課題 ○ ○

◎学年末考査

評価の方法 ・提出物（作品・ワークシート・感想録）

・行動観察（授業中の活動参加の様子）

その他

※主に用いる評価の観点

 知：知識・技能 思：思考・判断・表現 主：主体的に学習に取り組む態度

※詳細は年度当初に授業担当者から指示があります。また、年度途中で計画とは異なる授業進行をする可能性があります。


